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特集

全農愛媛県本部運営委員会
新体制決まる
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国
分
グ
ル
ー
プ
本
社
は
東
京
に
本
社
を
置
く
３
０
０
年
以
上

の
歴
史
を
誇
る
食
品
の
卸
で
す
。
缶
詰
に
つ
い
て
は
１
８
８
７

年
（
明
治
20
年
）
か
ら
販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
日

本
各
地
の
ブ
ラ
ン
ド
果
実
に
特
化
し
た
缶
詰
「
に
っ
ぽ
ん
の
果

実
」
シ
リ
ー
ズ
全
18
種
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ポ
リ
シ
ー

は
、
他
メ
ー
カ
ー
に
は
真
似
の
で
き
な
い
付
加
価
値
の
あ
る
商

品
の
開
発
で
す
。

　「
紅
ま
ど
ん
な
」
に
着
目
し
た
き
っ
か
け
は
、
愛
媛
で
生
果

を
見
つ
け
た
担
当
者
が
食
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
お
い
し
さ

に
感
動
し
商
品
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
５

年
1
月
に
試
作
を
開
始
。
製
造
方
法
や
カ
ッ
ト
の
仕
方
な
ど
何

パ
タ
ー
ン
か
試
し
て
み
ま
し
た
が
、
内
皮
が
と
て
も
薄
く
、
通

常
の
柑
橘
の
よ
う
に
薄
皮
の
薬
品
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。
外
皮

の
み
を
む
き
、
内
皮
は
残
し
て
房
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
果
肉

の
崩
れ
の
少
な
い
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。
シ
ロ
ッ
プ
漬
け

の
砂
糖
に
も
こ
だ
わ
り
、
果
実
の
良

さ
を
一
段
と
引
き
立
て
る
淡
泊
な
甘

み
の
白
ざ
ら
糖
を
使
用
。「
紅
ま
ど

ん
な
」
の
ゼ
リ
ー
の
よ
う
な
食
感
と

ジ
ュ
ー
シ
ー
さ
が
そ
の
ま
ま
味
わ
え

る
缶
詰
と
な
っ
て
い
ま
す
。
発
売
か

ら
３
年
を
経
て
、
シ
リ
ー
ズ
の
他
ア

イ
テ
ム
よ
り
高
め
（
４
５
０
円
・
税

抜
）
な
が
ら
、
季
節
を
問
わ
ず
高
級

柑
橘
「
紅
ま
ど
ん
な
」
が
変
わ
ら
ぬ

味
で
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
、
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

Vol.211

美
味
絶
賛

美
味
絶
賛

所 在 地	 東京都中央区日本橋1－1－1
T E L	 03－4276－4000
創　　業	 1712年（正徳２年）
代 表 者	 代表取締役会長兼CEO	12代	國分勘兵衛

国分グループ本社株式会社

～
紅
ま
ど
ん
な
～
③

に
っ
ぽ
ん
の
果
実 

愛
媛
県
産
紅
ま
ど
ん
な

「紅まどんな」は
ＪＡ全農の登録商標です！

　愛媛生まれのオリジナル品種・紅まどんなは、
ゼリーのようになめらかな果肉、たっぷり果汁、
大玉で紅の濃い美しい外観から、贈答用に需要
が高まっています。

▲固形量は110ｇ、内容総量は185ｇ。スーパーなどの一般量販店で全国
展開し、オンラインショップのROJI日本橋（https://www.roji-nhb.jp/）
でも購入可能

▲作業風景。果肉が崩れないよう、１つ１つを
丁寧に手作業でカットしている
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今月の表紙

	 農の風景Vol.211
	 美味絶賛～「紅まどんな」～③
	 国分グループ本社㈱
●2	 〈特集〉
	 全農愛媛県本部運営委員会新体制決まる

	 菅野幸雄会長・兵頭仁志副会長が就任！
●4	 ＪＡ新トップ紹介

●5	 THE・ねっとわーく

●6	 グループ会社常勤役員の人事異動について／
	 令和元年度新規採用職員紹介

●7	 トピックス

●8	 ふるさと		ESSAY		VOL.279

	 やっぱり、牛が好き♡
	 高月　千賀さん

●10	 TOPIC	NEWS

●16	 READERS通信
	 NOW		NOW		COOKING
	 〈今月の素材〉なす

※『あぐり～ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味
を込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。
○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。
○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。
◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp
◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/
◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/
◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/
◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp
◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

　デリケートな皮の表面が傷つかないようソフ
トタッチで、「おいしくなあれ」と魔法をかけ
る妖精たち。
　今夜は「伊予なす」の焼きなすにしましょう
か？　それとも「松山長なす」のとろ～り煮物、
「絹かわなす」のボリューミーななすステーキ！
　水分たっぷり、愛媛特産のなすを堪能して、
暑い夏を乗り切りましょう。
●表紙：なすの妖精さん
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

2019 年８−９月号
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　全農愛媛県本部（ＪＡ全農えひめ）は、6月28日に「会員代表者会」と「運営委員会」を開き、
運営委員会の新体制を決めました。
　菅野幸雄会長が再任、新しい運営委員会副会長にＪＡひがしうわの兵頭仁志代表理事組
合長が就任しました。

■略歴
・昭和24年生まれ
・昭和43年　温泉青果農協　入組
・平成19年　ＪＡえひめ中央　経済事業本部担当常務理事
・平成22年　ＪＡえひめ中央　代表理事理事長
・平成28年　ＪＡえひめ中央　経営管理委員会会長（現）
　　　　　　ＪＡ全農えひめ　運営委員会会長（現）
　　　　　　ＪＡ全農　経営管理委員
　　　　　　日本園芸農業協同組合連合会　理事（現）
・平成29年　ＪＡ全農　経営管理委員会副会長（現）

■略歴
・昭和25年生まれ
・昭和53年　野村町農業協同組合　入組
・平成15年　ＪＡひがしうわ　畜産部長
・平成22年　ＪＡひがしうわ　監事
・平成28年　ＪＡひがしうわ　理事
・令和元年　ＪＡひがしうわ　代表理事組合長
　　　　　　ＪＡ全農えひめ　運営委員会副会長（現）

菅
かん

野
の

　幸
ゆき

雄
お

　（ＪＡえひめ中央経営管理委員会会長）

兵
ひょう

頭
ど う

　仁
ひと

志
し

　（ＪＡひがしうわ代表理事組合長）

運営委員会会長

運営委員会副会長

特
集

全農愛媛県本部運営委員会

菅野幸雄会長・兵頭仁志副会長が就任！
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加
か

藤
と う

　　尚
たかし

（ＪＡ西条代表理事組合長）

桑
く わ

田
だ

　　誠
まこと

（ＪＡおちいまばり経営管理委員会会長）

山
や ま

内
う ち

　謙
け ん

治
じ

（ＪＡ周桑代表理事組合長）

篠
し の

原
は ら

　一
か ず

志
し

（ＪＡうま代表理事組合長）

岡
お か

部
べ

　益
ま す

夫
お

（ＪＡ新居浜市代表理事組合長）

岡
お か

林
ばやし

　興
お き

通
み ち

（ＪＡ今治立花代表理事組合長）

菊
き く

地
ち

　秀
ひ で

明
あ き

（ＪＡ愛媛たいき代表理事組合長）

阿
あ

部
べ

　和
か ず

孝
た か

（ＪＡ松山市代表理事組合長）

村
む ら

田
た

　彰
しょう

三
ぞ う

（ＪＡにしうわ経営管理委員会会長）

西
に し

本
も と

　滿
み つ

俊
と し

（ＪＡ愛媛中央会会長）

山
や ま

本
も と

　長
な が

雄
お

（ＪＡえひめ南代表理事組合長）

運営委員

◆特集：全農愛媛県本部運営委員会新体制決まる
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■略歴
・昭和34年生まれ
・平成25年　ＪＡおちいまばり経営管理委員
・令和元年　ＪＡおちいまばり経営管理委員会会長

ＪＡおちいまばり

経営管理委員会会長
（令和元年６月２５日就任）

桑
くわ

田
だ

　　誠
まこと

■略歴
・昭和33年生まれ
・昭和60年　温泉青果農業協同組合　入組
・平成22年　ＪＡえひめ中央営農販売部部長
・平成23年　ＪＡえひめ中央総務部部長
・平成25年　�ＪＡえひめ中央参事（管理担当）
　　　　　　兼総務部長
・平成26年　ＪＡえひめ中央参事（管理担当）
・平成28年　ＪＡえひめ中央常務理事（営農経済担当）
・平成31年　ＪＡえひめ中央常務理事（管理担当）
・令和元年　ＪＡえひめ中央代表理事理事長

ＪＡえひめ中央

代表理事理事長
（令和元年６月２１日就任）

福
ふく

島
し ま

　幸
ゆき

則
のり

■略歴
・昭和30年生まれ
・平成25年　ＪＡにしうわ経営管理委員
・令和元年　ＪＡにしうわ経営管理委員会会長

ＪＡにしうわ

経営管理委員会会長
（令和元年６月２７日就任）

村
むら

田
た

　彰
しょう

三
ぞ う

■略歴
・昭和31年生まれ
・昭和50年　津島町農業協同組合　入組
・平成21年　ＪＡえひめ南共済部長
・平成23年　ＪＡえひめ南総務部長
・平成27年　ＪＡえひめ南管理本部長
・平成28年　ＪＡえひめ南常務理事
・令和元年　ＪＡえひめ南代表理事組合長

ＪＡえひめ南

代表理事組合長
（令和元年６月２２日就任）

山
やま

本
も と

　長
なが

雄
お

■略歴
・昭和25年生まれ
・昭和53年　野村町農業協同組合　入組
・平成15年　ＪＡひがしうわ　畜産部長
・平成22年　ＪＡひがしうわ　監事
・平成28年　ＪＡひがしうわ　理事
・令和元年　ＪＡひがしうわ　代表理事組合長
　　　　　　ＪＡ全農えひめ　運営委員会副会長

ＪＡひがしうわ

代表理事組合長
（令和元年６月２２日就任）

兵
ひょう

頭
ど う

　仁
ひと

志
し

県内ＪＡ
新トップ紹介
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、

６
月
28
日
、
松
山
市
の
Ｊ

Ａ
愛
媛
で
会
員
代
表
者
会

を
開
き
、
運
営
委
員
会
委

員
の
選
任
と
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

７
８
３
億
３
、７
０
０
万
円
で
計
画
を

26
億
６
、１
０
０
万
円
下
回
り
ま
し
た
。

　
各
部
別
の
概
況
は
次
の
通
り
で
す
。

【
営
農
食
糧
部
】
米
の
販
売
数
量
減
少
に

よ
り
取
扱
高
が
減
少
。

【
園
芸
部
】
果
実
や
野
菜
の
数
量
減
少
に

よ
り
取
扱
高
が
減
少
。

【
畜
産
部
】
西
日
本
豪
雨
の
影
響
で
豚
出

荷
頭
数
の
減
少
に
よ
り
取
扱
高
が
減
少
。

【
生
産
資
材
部
】
災
害
に
よ
る
コ
ン
バ
イ

ン
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
特
別
需
要
が
あ
っ
た

も
の
の
、
肥
料
・
農
薬
の
減
少
、
果
実
用
・

ジ
ュ
ー
ス
用
段
ボ
ー
ル
の
出
荷
数
量
減
少

に
よ
り
取
扱
高
が
減
少
。

■
平
成
30
年
度
事
業
報
告

　
県
本
部
の
取
扱
高
（
総
供
給
販
売

高
）
は
、
全
体
で
計
画
比
95
％
の

８
７
６
億
２
、１
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
総
供
給
販
売
高
か
ら
本
部
間
販

売
・
内
部
販
売
を
除
い
た
事
業
分
量
は
、

【
生
活
部
】
家
電
製
品
な
ど
の
生
活
用
品

や
メ
モ
リ
ア
ル
関
連
・
食
品
の
販
売
不
振
、

賃
貸
や
戸
建
て
住
宅
が
減
少
。

　
ま
た
、
県
本
部
グ
ル
ー
プ
７
社
の
売

上
高
合
計
は
、
計
画
比
１
０
５
％
の

４
４
１
億
６
、３
７
１
万
円
と
な
っ
た
こ

と
等
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
日
に
は
各
連
合
会
表
彰
も
行
わ
れ
、

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
関
係
で
は
、
30
年
度
の

系
統
経
済
事
業
の
取
り
組
み
に
功
績
の

あ
っ
た
２
Ｊ
Ａ
と
Ｊ
Ａ
職
員
16
人
を
表
彰

し
ま
し
た
。
表
彰
者
は
左
表
の
と
お
り
で

す
（
敬
称
略
）。

ね
っ
と
わ
ー
く

THE管理部

会
員
代
表
者
会
を
開
き

平
成
30
年
度
事
業
を
報
告

ＪＡ全農えひめ 平成30年度取扱高実績
（事業分量）

（単位：百万円）

部　　　門 計　画 実　績

営 農 食 糧 部 2,910 2,505

園 芸 部 41,893 40,979

畜 産 部 11,592 10,515

生 産 資 材 部 10,727 10,588

生 活 部 13,876 13,750

合　　　　計 80,997 78,337

ＪＡ全農えひめグループ会社
平成30年度取扱高実績

（単位：百万円）

会　　社　　名 計　画 実　績

㈱ え ひ め 飲 料 20,022 22,478

ＪＡえひめアイパックス㈱ 4,109 3,593

ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱ 3,509 3,153

㈱ ひ め ラ イ ス 4,535 4,768

ＪＡえひめエネルギー㈱ 2,720 2,930

㈱ え ひ め フ ー ズ 669 681

Ｊ Ａ え ひ め 物 流 ㈱ 6,652 6,558

合　　　　計 42,219 44,163

平成30年度 全農愛媛県本部表彰
【ＪＡ表彰】
うま農業協同組合

周桑農業協同組合

【特別功労表彰】　※カッコ内はＪＡ名
藤原　政彦（周桑） 阿部　和平（おちいまばり）

吉岡　健吾（えひめ中央） 上田　又丈（愛媛たいき）

明神　秀幸（にしうわ） 濱田　延幸（にしうわ）

【優良職員表彰】　※カッコ内はＪＡ・会社名
小野　由希子（西条） 二宮　正憲（おちいまばり）

矢野　俊雄（おちいまばり） 田中　拓也（おちいまばり）

山下　英治（えひめ中央） 上田　直司（愛媛たいき）

松岡　洋介（愛媛たいき） 上杉　政仁（にしうわ）

朝井　　伸（にしうわ） 大内　昌憲　　　　　　
（㈱ＪＡ東宇和サービス）
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　ＪＡ全農えひめのグループ会社７社は、６月19日に株主総会・取締役会を開き、新役員体制を決めました。
常勤役員の異動は下記のとおりです（カッコ内は前職）。

令和元年度 新規採用職員紹介

㈱えひめ飲料（６月19日付）
□代表取締役社長（代表取締役専務）山本　卓治
　【退任】髙原　　茂（代表取締役社長）
□代表取締役専務（常務取締役）川田　永治
□常務取締役（取締役兼管理本部長）道上　久司
□常勤監査役（取締役兼製造本部長）中村　康史
　【退任】石川　忠司（常勤監査役）
□取締役兼営業本部長（営業本部長）芝　　亮介

ＪＡえひめ物流㈱（６月19日付）
□代表取締役社長（参与）高井　雄二
　【退任】清水　宇造（代表取締役社長）

ＪＡえひめエネルギー㈱（６月19日付）
□常務取締役（㈱えひめ飲料常勤監査役）石川　忠司

※�ＪＡ全農えひめグループ各社の令和元年度役員体制（非常勤含む
一覧表）については、10 ‐ 11月号で掲載予定です。

生活部 生活資材課
村
むら

田
た

　一
かず

瑛
あき

　より良い商品を組合員の
皆さまに届けられるよう
に、常に組合員サイドに
立って考え、ＪＡ・メーカー
と協力し頑張りたいです。

生産資材部
段ボール工場製造課
堀
ほり

川
かわ

　滉
こう

樹
き

　機械の知識を深めてい
きつつ、一生懸命業務に
取り組んでいきたいです。

生産資材部 農機課
川
かわ

本
もと

　基
もと

葵
き

　元気な挨拶と身だしなみ
に気を付けたいです。また、
会話をするときには、要点
を捉えた分かりやすい説明
を心掛けたいと思います。

畜産部 畜産販売課

中
なか

居
い

　朋
とも

也
や

　一つ一つ仕事を確実に
こなしていく中で、取引
先や上司・先輩方から信
頼される職員になりたい
と思います。

生産資材部
段ボール工場製造課

中
なか

田
た

　輪
りん

空
く

　日々の業務に一生懸命
取り組み、専門の知識や
技術を身につけられるよ
う頑張ります。

生産資材部
段ボール工場製造課
渡
わた

邊
なべ

　裕
ゆう

紀
き

　一日一日を大切にし、
早く機械の使い方を覚え
て、品質の良い段ボール
を作っていきたいです。

営農食糧部 営農支援課

城
き

戸
ど

　詩
し

央
お

里
り

　１年目は様々なことを
吸収し、覚える期間です
が、受け身になりすぎず、
積極的に業務を行ってい
きたいです。

生産資材部 肥料農薬課

岡
おか

田
だ

　朱
あか

音
ね

　何事にも積極的に取り
組み、たくさんのことを
吸収できるよう、資格の
取得や、専門的な知識の
習得を目指します！

生活部 生活資材課

和
い ず み

泉　麻
ま

菜
な

美
み

　たくさん吸収していけ
るように頑張ります！
　よろしくおねがいしま
す！

生活部 施設農住課

梶
かじ

原
わら

　綾
あや

乃
の

　早く仕事を覚え、組合
員の皆さまのお役に立て
るよう、精一杯頑張りま
す！

▲�後列左から川本さん、中居さん、中田さん、渡邊さん、堀川さん、村田さん
前列左から城戸さん、岡田さん、和泉さん、梶原さん

グループ会社　常勤役員人事異動について

はじめまして！
よろしくお願いします♪
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ＪＡ愛媛野菜生産者組織協議会　第44回通常総会
えひめ野菜の生産基盤強化と販売力強化めざす

　
愛
媛
県
内
11
Ｊ
Ａ
80
部
会（
21
品
目
）

で
組
織
す
る
Ｊ
Ａ
愛
媛
野
菜
生
産
者
組

織
協
議
会
は
、
６
月
20
日
、
松
山
市
で

第
44
回
通
常
総
会
を
開
き
、
令
和
元
年

度
事
業
計
画
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
は
、「
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
（
実
需
者
ニ
ー
ズ
）
に
も
と
づ
く
生

産
振
興
を
す
す
め
、
生
産
基
盤
強
化
と

持
続
性
の
あ
る
生
産
体
制
モ
デ
ル
の
構

築
に
取
り
組
む
」「
消
費
拡
大
お
よ
び

フ
ァ
ン
づ
く
り
に
向
け
、
販
売
協
力
店

に
お
け
る
フ
ェ
ア
の
実
施
、
対
面
型
消

費
宣
伝
活
動
の
拡
充
と
関
係
各
所
と
連

携
し
た
産
地
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
む
」

の
２
点
を
事
業
方
針
と
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
県
農
産
園
芸
功
労
知
事

表
彰
、
野
菜
生
産
改
善
共
進
会
の
表
彰

を
行
っ
た
ほ
か
、
営
農
指
導
員
表
彰
を

併
せ
て
行
い
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
野
村
農
産
セ
ン
タ
ー

の
兵
頭
俊
樹
セ
ン
タ
ー
長
補
佐
に
よ
る

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
記
念
講
演

で
は
、
大
果
大
阪
青
果
㈱
野
菜
部
の
山

本
尚
常
務
取
締
役
が
「
流
通
の
現
状
と

今
後
の
動
向
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

演
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
総
会
最
後
に
は
、「
自
ら
生
産
し
た

野
菜
に
自
信
と
誇
り
を
も
と
う
」「
安

全
・
安
心
に
取
り
組
み
産
地
の
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
ろ
う
」「
計
画
生
産
を
す
す

め
活
力
あ
る
産
地
を
め
ざ
そ
う
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
唱
和
し
、
今
後
の
愛
媛
野

菜
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

トピックス

▲戸田公彦さん

※敬称略・カッコ内はJA名。

愛媛県農産園芸功労知事表彰
越智　友廣（うま） 酒井　優行（えひめ中央）

野菜生産改善共進会
県知事賞

重川　唯男（松山市） 鈴木　　昇（うま）

戸田　公彦（周桑） 山内　国忠（周桑）

全農愛媛県本部長賞
豊田　年秋（松山市） 今岡　正則（松山市）

渡部　通孝（周桑） 八束　理恵（松山市）

協議会会長賞
武智　二三四（えひめ中央） 林　　輝俊（松山市）

武田　昇一（愛媛たいき） 大北　平太（松山市）

池内　静雄（松山市）

全農愛媛県本部長感謝状
三好　三智男（ひがしうわ） 瀧本　久志（松山市）

福田　滿壽夫（新居浜市）

指導員表彰
最優秀賞（ドリーム賞）
兵頭　俊樹（ひがしうわ）

優秀賞
矢野　　努（愛媛たいき） 藤原　龍騎（おちいまばり）

▲重川唯男さん
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Vol.279

や
っ
ぱ
り
、
牛
が
好
き
♡

■プロフィール■
平成４年（1992）４月９日生まれ、西予市野村町出身、在住。平成28
年に本格的に就農して３年目の肉用牛を生産する若手女性農家。祖父母、
父とともに交雑種約350頭の肥育経営と、繁殖和牛７頭、育成牛２頭の
繁殖経営に取り組む。主に繁殖部門、肥育牛の育成を担当。平成29年第
36回全農肉牛枝肉共励会（交雑種）最優秀賞一席受賞。平成30年度愛
媛県総合畜産共進会の第80回家畜改良共進会・肉用種種牛の部で出品牛
「まどか21」が農林水産大臣賞受賞。

高月 千賀
T A K A T S U K I  C H I K A

　「
子
牛
が
無
事
に
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
」。

こ
れ
は
、
子
牛
を
産
ま
せ
て
育
て
る
「
繁
殖

和
牛
」
で
一
番
大
事
な
こ
と
で
す
。

　
こ
の
間
の
こ
と
で
す
。
初
産
の
母
牛
を
気

に
か
け
て
、
夜
も
様
子
を
見
に
行
き
大
丈
夫

と
判
断
し
て
就
寝
。
朝
、
牛
舎
へ
行
く
と
、

も
う
子
牛
の
頭
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ

ま
で
出
て
い
る
と
普
通
は
自
然
に
生
ま
れ
て

く
る
の
で
す
が
、
子
牛
は
舌
を
出
し
固
ま
っ

た
状
態
。
触
る
と
冷
た
く
、
反
応
が
あ
り
ま

せ
ん
。
驚
き
、
急
い
で
ひ
っ
ぱ
り
出
そ
う
と

し
ま
す
が
、
出
て
き
ま
せ
ん
。
陣
痛
が
弱
く

な
っ
て
い
た
母
牛
も
頑
張
っ
て
息
ん
で
い

て
、
私
は
半
泣
き
に
な
り
な
が
ら
専
用
ロ
ー

プ
を
つ
け
て
ひ
っ
ぱ
っ
て
、ひ
っ
ぱ
っ
て
…
。

や
っ
と
、
子
牛
が
ピ
ク
ピ
ク
ッ
と
反
応
し
、

「
あ
っ
！
生
き
と
る
！
」。
出
て
き
た
子
は

う
っ
血
し
て
い
て
、
ま
る
で
パ
ン
チ
を
浴
び

せ
ら
れ
た
ボ
ク
サ
ー
み
た
い
。
疲
れ
果
て
た

母
牛
か
ら
初
乳
だ
け
は
飲
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
見
向
き
も
し
な
い

ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
に
。
私
の
見
極

め
の
甘
さ
を
反
省
し
た
出
来
事
で
し
た
。
そ

の
子
牛
も
今
で
は
元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　
畜
産
農
家
の
多
い
地
元
・
野
村
町
に
は
繁

殖
部
会
が
あ
り
ま
す
。
５
年
に
一
度
の
和
牛

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
異
名
を
持
つ
コ
ン
テ
ス

ト
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」
で
、
２
０
１
２

年
に
良
い
結
果
を
出
せ
な
か
っ
た
愛
媛
県
。

こ
れ
は
い
け
な
い
と
一
念
発
起
し
、
他
県
か

ら
先
生
を
呼
び
、
手
入
れ
の
仕
方
や
好
成
績

を
出
す
た
め
の
勉
強
会
が
始
ま
り
ま
す
。

　「
共
進
会
に
出
た
い
け
れ
ど
、
う
ち
に
は

出
品
で
き
る
牛
が
い
な
い
」。
生
後
８
ヶ
月

の
子
牛
「
ま
ど
か
21
」
を
鹿
児
島
か
ら
買
っ

て
き
ま
し
た
。い
い
牛
を
半
年
以
上
か
け
て
、

よ
り
い
い
牛
に
育
て
る
た
め
に
。

　
し
ば
ら
く
し
て
「
千
賀
ち
ゃ
ん
、
こ
ん
な

こ
と
し
た
ら
い
け
ん
で
し
ょ
う
」
と
怒
ら
れ

ま
す
。買
っ
て
き
た
と
き
は
よ
か
っ
た
の
に
、▲カメラ目線も堂にいったもの。農林水産大臣賞受賞のまどかちゃんと高月さん
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9

管
理
が
行
き
届
い
て
い
な
い
、
と
。
そ
こ
か

ら
奮
起
し
、頑
張
り
ま
す
。「
一
緒
に
歩
く
よ
、

ず
っ
と
立
っ
と
き
よ
」
と
声
を
か
け
、
腰
や

背
中
を
強
く
し
体
力
・
筋
力
を
つ
け
る
「
つ

な
ぎ
運
動
」
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を

し
て
。
洗
っ
て
毛
刈
り
を
し
て
小
顔
効
果
で

肉
づ
き
の
良
さ
を
際
立
た
せ
、
い
ざ
！
県
共

進
会
（
種
牛
の
部
）
へ
。
会
場
で
は
ど
の
牛

も
よ
く
見
え
て
、
気
持
ち
が
揺
ら
い
で
き
ま

す
。
そ
れ
で
も
部
門
で
１
位
に
選
ば
れ
、
さ

ら
に
全
部
門
の
１
位
の
中
か
ら
、
た
だ
１
頭

し
か
選
ば
れ
な
い
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝
き

ま
し
た
。
周
り
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
や
ア
ド
バ

イ
ス
に
感
謝
し
つ
つ
、
私
の
中
に
は
ま
ぐ
れ

感
も
あ
る
の
で
す
が
、
い
い
牛
が
作
れ
る
自

信
に
つ
な
が
り
、
次
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
で
す
。

　
次
の
共
進
会
は
11
月
で
す
。
今
度
は
う
ち

で
生
ま
れ
た
子
牛
「
キ
ヨ
」
ち
ゃ
ん
を
出
そ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
勉
強
会
で
ど
ん
ど
ん

吸
収
し
て
、
実
践
し
て
。
そ
の
分
、
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
く
な
り
大
変
で
す

が
大
丈
夫
で
す
。

　「
牛
飼
い
を
し
て
い
て
も
休
み
が
取
れ
る

経
営
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
ね
」。

周
囲
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
言
葉
で
す
。
家
族

で
休
み
を
工
面
し
つ
つ
の
経
営
で
す
が
、
去

年
結
婚
を
し
て
一
緒
に
す
る
人
が
増
え
ま
し

た
。
一
人
増
え
る
と
仕
事
量
が
全
然
違
い
、

助
か
り
ま
す
。
今
後
、
家
族
が
増
え
る
こ
と

を
見
据
え
て
、
雇
用
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
地
元
畜
産
業
界
が
抱
え
る
問
題
で

も
あ
り
ま
す
が
、若
い
人
が
興
味
を
持
っ
て
、

畜
産
を
し
て
く
れ
た
ら
な
あ
と
思
い
ま
す
。

生
き
物
が
相
手
だ
か
ら
大
変
な
面
も
あ
り
ま

す
が
、
牛
は
か
わ
い
く
て
癒
さ
れ
ま
す
。
感

動
や
喜
び
も
た
く
さ
ん
味
わ
え
ま
す
。
や
っ

ぱ
り
私
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
牛
が

大
好
き
な
ん
で
す
。

▲カメラ目線も堂にいったもの。農林水産大臣賞受賞のまどかちゃんと高月さん

▲キヨちゃんの世話をする高月さん
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Topic News
 

第
45
回
乾
椎
茸
品
評
会

成
髙
王
洋
さ
ん
が
11
年
連
続
で
最
優
秀
賞
！

　
愛
媛
県
椎
茸
同
志
会
主
催
の
第
45
回
乾
椎
茸
品
評
会
表
彰
式
が
、
５
月
23
日
、
大

洲
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
本
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
同
志
会
会
長
の
成
髙
王
洋
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
）
が
11
年
連
続
で
最
優
秀
賞
（
全
農
会
長
賞
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
春
子
34
点
か
ら
入
賞
12
点
を
決
め
ま
し
た
。今
年
の
春
子
の
作
況（
四

国
）
は
、
暖
冬
で
降
水
量
・
降
雪
量
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
、
前
年
比
75
％

の
見
込
み
。成
髙
さ
ん
は
、「
昨
年
の
西
日
本
豪
雨
で
自
宅
が
全
壊
し
被
災
を
受
け
た
。

た
く
さ
ん
の
方
の
支
援
を
受
け
て
椎
茸
の
栽
培
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
日
は
同
志
会
第
47
回
総
会
も
開
き
、
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画
な
ど
を
決
め
ま

し
た
。

　
そ
の
他
の
主
な
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
・
か
っ
こ
内
は
Ｊ
Ａ
名
）。

　
▽
優
秀
賞
＝
髙
橋
征
敏
（
ひ
が
し
う
わ
）、
河
内
逡
一
（
愛
媛
た
い
き
）
▽
１
等

賞
＝
久
保
勝
利
（
同
）、
大
和
田
孝
（
ひ
が
し
う
わ
）、
松
本
和
夫
（
愛
媛
た
い
き
）

▽
２
等
賞
＝
矢
野
欣
一
（
同
）、
橋
本
章
市
（
同
）、
髙
橋
茂
行
（
ひ
が
し
う
わ
）
▽

３
等
賞
＝
和
気
重
臣
（
愛
媛
た
い
き
）、
武
田
秋
重
（
ひ
が
し
う
わ
）
▽
努
力
賞
＝

岡
中
勝
彦
（
同
）

 

労
働
力
確
保
対
策
に
関
す
る
意
見
交
換
会

農
業
労
働
力
確
保
に
向
け
て
課
題
を
共
有

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
営
農
支
援
課
は
、
松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
５
月
24
日
、「
労
働

力
確
保
に
向
け
た
意
見
交
換
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
・
Ｊ
Ａ
・
県

な
ど
約
30
人
が
参
加
。
人
手
不
足
と
い
う
県
内
農
業
の
課
題
に
向
け
て
、
各
Ｊ
Ａ
の

労
働
力
支
援
の
取
り
組
み
や
課
題
を
情
報
共
有
し
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
今
回
が

初
開
催
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
東
予
園
芸
営
農
事
業
部
の
飯
尾
エ
リ
子
課
長
が
、
昨
年
か
ら
外
国
人
技
能
実

習
生
６
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
同
Ｊ
Ａ
の
選
花
場
に
つ
い
て
事
例
報
告
し
ま
し
た
。

同
選
花
場
は
、
高
齢
化
や
人
員
不
足
な
ど
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
外
国
人
実
習
生

の
受
け
入
れ
を
決
め
ま
し
た
。
住
居
の
準
備
や
家
電
製
品
な
ど
の
事
前
費
用
も
か
か

り
ま
し
た
が
、
実
習
生
た
ち
は
勤

勉
で
作
業
内
容
を
覚
え
る
の
も
早

く
、
今
で
は
貴
重
な
労
働
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
農
作
業

実
習
な
ど
も
行
い
な
が
ら
、
農
家

の
労
力
支
援
に
も
つ
な
げ
て
い
き

た
い
考
え
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
Ｊ

Ａ
全
農
え
ひ
め
と
愛
媛
県
で
取
り

組
む
農
福
連
携
の
取
り
組
み
紹
介

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
参
加
し
た
Ｊ
Ａ
か
ら
は
「
農
繁

閑
期
が
あ
る
農
業
は
年
間
雇
用
が

難
し
い
」
や
「
農
家
の
労
力
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に

工
夫
が
必
要
」
と
い
っ
た
意
見
が

あ
が
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
各
地
域

の
労
働
力
不
足
の
状
況
を
見
極

め
、
Ｊ
Ａ
・
県
、
関
係
機
関
と
連

携
し
た
対
策
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

11年連続で最優秀賞に輝いた成髙王洋さん
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㈱
え
ひ
め
飲
料 

東
京
工
場

新
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
無
菌
充
填
ラ
イ
ン
稼
働
開
始
！ 

果
汁
の
お
い
し
さ
を
保
っ
た
商
品
を
製
造

　
㈱
え
ひ
め
飲
料
は
、
同
社
東
京
工
場
（
神
奈
川
県
厚
木
市
）
に
新
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
無
菌
充
填
ラ
イ
ン
を
設
置
し
、
６
月
28
日
か
ら
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。

７
月
５
日
に
は
、
竣
工
神
事
と
ラ
イ
ン
見
学
会
を
行
い
、
関
係
者
約
60
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
既
存
の
ラ
イ
ン
で
は
中
身
液
を
高
温
で
殺
菌
し
、
そ
の
熱
で
容
器
も
殺
菌
す

る
の
に
対
し
、
新
ラ
イ
ン
は
、
殺
菌
後
、
す
ぐ
に
冷
却
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
殺

菌
さ
れ
た
容
器
に
充
填
す
る
た
め
、
中
身
液
が
高
温
状
態
に
あ
る
時
間
が
短
く

な
り
、
よ
り
美
味
し
い
ジ
ュ
ー
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
ラ
イ
ン
で
製

造
さ
れ
た
製
品
は
、
年
間
６
５
０
万
ケ
ー
ス
の
販
売
を
目
指
し
ま
す
。

　
竣
工
神
事
の
後
、
同
市
内
の
ホ
テ
ル
で
竣
工
式
典
・
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
開
き

ま
し
た
。
山
本
卓
治
社
長
は
、「
今
年
、
果
汁
１
０
０
％
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
の
発

売
50
周
年
を
迎
え
る
。
今
後
は
、
新
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
製
造

な
ど
、
Ｐ
Ｏ
Ｍ
製
品
の
お
い
し
さ
の
追
求
と
、
地
域
社
会
、
愛
媛
柑
橘
産
業
の

振
興
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

 

新
任
・
若
手
Ｔ
Ａ
Ｃ
研
修
会

出
向
く
営
農
担
当
者
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
」　
情
報
共
有
へ

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
営
農
支
援
課
は
、
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
６
月
21
日
、「
新
任
・
若
手
Ｔ
Ａ
Ｃ

研
修
会
」
を
開
き
ま
し
た
。
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ
担
当
者
の

愛
称
。「
と
こ
と
ん
会
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
合
言
葉
に
県
内
13
Ｊ
Ａ
で

１
１
１
名
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
会
は
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
基
本
や
担
当
者
同
士
の
相

互
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
新

任
・
若
手
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当
者
な
ど
、
28
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
訪
問
先
か
ら
要
望
を
引
き
出
す
の
が
難
し
い
」「
担
い
手
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
課
題
や
悩
み
を
共
有
。

解
決
策
を
話
し
合
い
、
班
ご
と
に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
Ｊ
Ａ
全
農
Ｔ
Ａ
Ｃ

推
進
課
に
よ
る
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
役
割
や
全
国
情
勢
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
Ｊ
Ａ
か
ら
は
「
問
題
意
識
の
共
有
が
で
き
た
」「
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
に
お
け
る
意

識
向
上
に
つ
な
が
っ
た
」「
同
じ
よ

う
な
悩
み
を
持
つ
方
が
多
く
、
課
題

解
決
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
と

い
っ
た
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
　

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
営
農
支
援
課

は
、
Ｊ
Ａ
間
で
の
情
報
共
有
や
幅
広

い
担
い
手
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
体

制
の
構
築
な
ど
を
め
ざ
し
、
研
修
会

等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

新ペットボトル無菌充填ラインを見学する関係者ら

竣工式典であいさつする山本社長

グループワークで課題の共有をする参加者
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第
20
回
Ｊ
Ａ
愛
媛
米
麦
生
産
者
組
織
協
議
会
通
常
総
会

需
要
に
応
じ
た
生
産
と
品
質
向
上
を
！

　

Ｊ
Ａ
愛
媛
米
麦
生
産
者
組
織
協
議
会
は
、
７
月
17
日
、
松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛

で
、「
第
20
回
Ｊ
Ａ
愛
媛
米
麦
生
産
者
組
織
協
議
会
通
常
総
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
会
員
20
名
の
他
、
県
や
Ｊ
Ａ
等
関
係
者
40
名
が
出
席
し
、
平
成

30
年
度
事
業
報
告
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
予
算
計
画
等
を
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

水
稲
に
お
い
て
は
、
愛
媛
県
米
麦
振
興
協
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、

「
売
れ
る
米
づ
く
り
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
県
育
成

新
品
種
「
ひ
め
の
凛
」
に
つ
い
て
は
、
生
産
・
販
売
面
に
お
け
る
課
題
を
整
理

し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国
的
に
不
足
し
て

い
る
中
食
・
外
食
用
の
業
務
用
米
に
つ
い
て
は
、
多
収
穫
米
「
あ
き
だ
わ
ら
」

を
本
格
的
に
普
及
、
拡
大
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成

30
年
産
で
は「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」

「
に
こ
ま
る
」
に
つ
い
で
「
あ

き
た
こ
ま
ち
」
が
３
回
目
の

「
特
Ａ
」
評
価
を
得
ま
し
た

が
、
さ
ら
な
る
「
特
Ａ
」
評

価
の
取
得
と
な
る
よ
う
食
味

向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

32
年
連
続
生
産
量
日
本
一

を
誇
る
は
だ
か
麦
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
な
る
面
積
拡
大
と

収
量
ア
ッ
プ
に
向
け
て
、
安

定
的
な
供
給
体
制
を
確
立
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
「
ハ
ル

ヒ
メ
ボ
シ
」
に
つ
い
て
は
、

順
次
種
子
を
確
保
し
な
が
ら

切
り
替
え
を
進
め
て
い
く
こ

と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

 

愛
媛
県
民
間
流
通
地
方
連
絡
協
議
会

令
和
元
年
産
麦
　
20
年
産
以
来
の
大
豊
作
！

　

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
食
糧
生
産
課
は
、
７
月
17
日
松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
愛
媛
県
産
麦
の

円
滑
な
流
通
を
め
ざ
し
、
愛
媛
県
民
間
流
通
地
方
連
絡
協
議
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
精
麦
や
製
粉
、
醤
油
・
味
噌
関
連
の
実
需
者
14
社
・
組
合
と
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・

県
関
係
者
ら
52
人
が
出
席
。
令
和
元
年
産
麦
の
販
売
見
込
数
量
や
令
和
２
年
産
麦
の
販
売

予
定
数
量
お
よ
び
購
入
希
望
数
量
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
愛
媛
県
産
麦
に
対
す
る
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
産
に
お
い
て
は
当
初
、
生
産
者
の
販
売
予
定
数
量
４
、２
３
２
ト
ン
に
対
し
、

実
需
者
か
ら
の
購
入
数
量
は
６
、４
５
４
ト
ン
と
、
逆
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
発
生
し
て
い
ま
し

た
が
、
生
産
者
の
栽
培
努
力
と
天
候
に
も
恵
ま
れ
６
、０
０
４
ト
ン
の
出
荷
見
込
と
な
り
、

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
大
幅
に
縮
小
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
好
結
果
を
背
景
に

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
・
愛
媛
県
米
麦

振
興
協
会
で
は
、
令
和
２
年
産
に

お
い
て
も
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
更
な
る
面
積
の

拡
大
と
単
収
３
６
０
㎏
／
10
ａ
を

目
標
に
収
量
ア
ッ
プ
を
目
指
す
と

と
も
に
、
有
望
品
種
の
「
ハ
ル
ヒ

メ
ボ
シ
」
へ
の
品
種
転
換
を
計
画

的
に
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
愛
媛
県
農
林
水
産
研
究

所
か
ら
は
、
実
需
者
か
ら
の
安
定

生
産
・
安
定
供
給
の
要
望
に
応
え

て
い
く
た
め
に
単
収
向
上
対
策
と

し
て
排
水
対
策
を
基
本
に
栽
培
の

ポ
イ
ン
ト
の
説
明
が
あ
り
、
生
産

者
、
Ｊ
Ａ
、
関
係
機
関
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。
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愛
媛
県
果
樹
同
志
会　
第
６
回
総
会

長
岡
隆
浩
新
会
長
が
就
任
！

　
愛
媛
県
果
樹
同
志
会
は
、
５
月
17
日
、
松
山
市
の

Ｊ
Ａ
愛
媛
で
第
６
回
総
会
を
開
き
、
会
長
に
長
岡
隆

浩
さ
ん
（
南
予
果
樹
同
志
会
・
新
任
）
を
選
任
し
ま

し
た
。

　
長
岡
会
長
は
「
荷
の
重
い
役
職
で
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
が
、
皆
さ
ま
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
精
一
杯
頑
張
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
事
業
計
画
で
は
、
安
全
・
安
心
な
果

実
生
産
体
制
の
確
立
、生
産
基
盤
整
備
と
経
営
改
善
、

売
れ
る
商
品
と
Ｐ
Ｒ
づ
く
り
な
ど
、
基
本
課
題
の
実

現
に
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
特
に
災
害
か

ら
の
復
旧
・
復
興
、
隔
年
結
果
是
正
対
策
お
よ
び
高

品
質
安
定
生
産
対
策
を
最
重
点
課
題
と
し
、
愛
媛
県

の
果
樹
産
業
の
発
展
を
期
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
の
そ
の
他
の
主
な
役
員
は
次
の
と
お

り
（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
所
属
同
志
会
）。

▽
副
会
長
＝
岡
本
武（
西
宇
和
青
壮
年
同
志
会
・
新
）、

菊
池
美
由
紀
（
西
宇
和
女
性
果
樹
同
志
会
・
再
）、

安
藤
信
枝
（
え
ひ
め
中
央
女
性
果
樹
同
志
会
・
新
）

▽
監
事
＝
松
浦
喜

孝
（
西
宇
和
青
壮

年
同
志
会
・
再
）、

能
田
英
文
（
え
ひ

め
中
央
果
樹
研
究

同
志
会
・
新
）、

一
色
百
合
子
（
え

ひ
め
中
央
女
性
果

樹
同
志
会
・
再
）、

武
内
千
恵
（
南
予

果
樹
同
志
会
・
新
）

 

令
和
元
年
度
え
ひ
め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構
総
会

愛
媛
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
や 

販
路
開
拓
支
援
の
取
り
組
み
を
確
認

　
愛
媛
県
な
ど
行
政
団

体
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め

な
ど
農
林
水
産
漁
業
団

体
や
商
工
・
流
通
団
体

な
ど
で
組
織
す
る
え
ひ

め
愛
フ
ー
ド
推
進
機
構

（
会
長
：
中
村
時
広
愛

媛
県
知
事
）
の
令
和
元

年
度
総
会
が
、
６
月
５
日
松
山
市
で
開
か
れ
、
令
和

元
年
度
事
業
計
画
を
決
め
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
は
、
昨
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨
の
復

興
に
向
け
た
観
点
を
持
ち
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
新
た
な
手
法
を
活
用
し
、「
か
ん
き

つ
王
国
え
ひ
め
」の
一
層
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
愛
媛
県
く
り
研
究
同
志
会
令
和
元
年
度
総
会

生
産
対
策
を 

最
重
点
に
取
り
組
む

　
愛
媛
県
く
り
研

究
同
志
会
は
、
６

月
４
日
、
Ｊ
Ａ
ひ

が
し
う
わ
城
川
支

所
で
、
第
53
回
通

常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
り
、

大
野
奉
孝
会
長
が

「
昨
年
は
今
ま
で
に
な
い
不
作
と
な
っ
た
。
今
年
は

会
員
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
生
産
対
策
に
尽

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
総
会
後
は
、
県
農
産
園
芸
課
果
樹
係
の
近
藤
俊
夫

係
長
が
、
昨
年
の
不
作
要
因
の
考
察
を
踏
ま
え
、
今

後
の
生
産
対
策
に
つ
い
て
講
演
・
解
説
し
ま
し
た
。

 

第
35
回 

愛
媛
県
採
卵
養
鶏
経
営
者
協
議
会 

総
会

氏
兼
盛
昭
会
長
が
就
任
！ 

生
産
性
の
向
上
と 

ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
め
ざ
す

　
愛
媛
県
採
卵
養
鶏
経
営
者
協
議
会
は
、６
月
20
日
、

松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
第
35
回
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
令
和
元
年
度
事
業
計
画
と
役
員
改
選
で
氏
兼
盛

昭
会
長
（
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
中
央
管
内
・
新
任
）
を
選
任

し
ま
し
た
。
氏
兼
会
長
は
「
会
の
発
展
の
た
め
に
精

一
杯
頑
張
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
は
、
①
生
産
性
向
上
に
努
め
コ
ス
ト

削
減
と
品
質
改
善
、
②
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
卵
卵
（
ら
ん

ら
ん
）」
の
系
統
ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
向
け
た
推
進
事

業
の
展
開
、
③
次
代
を
担
う
採
卵
養
鶏
経
営
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

と
継
続
的
な
育
成
、
④

防
疫
・
衛
生
管
理
を
徹

底
し
、
安
全
・
安
心
な

県
内
産
鶏
卵
の
供
給
に

取
り
組
む
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

左から　�安藤副会長、菊池副会長、長岡会長、
岡本副会長

会長あいさつをする中村知事

氏兼会長
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Ｊ
Ａ
愛
媛
養
豚
経
営
者
協
議
会
第
40
回
総
会

ブ
ラ
ン
ド
の
品
質
向
上
と 

認
知
度
向
上
を

　
Ｊ
Ａ
愛
媛
養
豚
経
営
者
協
議
会
は
、
６
月
21
日
、

松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
第
40
回
総
会
を
開
き
、
令
和

元
年
度
事
業
計
画
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
は
、「
系
統
養
豚
生
産
性
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
班
」
を
設
置
し
、
生
産
性
向
上
、
肉
質
向

上
に
向
け
た
調
査
・
研
究
を
す
る
と
と
も
に
、
農
家

経
営
の
安
定
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
ふ
れ
愛
・

媛
ポ
ー
ク
」
の
品
質
向
上
・
差
別
化
を
図
る
た
め
農

場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
等
へ
の
取
り
組
み
や
、
消
費
宣
伝
活

動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
、
優
秀
会
員
を
表
彰
し
ま

し
た
。
受
賞
農
場
は
次
の
通
り
で
す
（
カ
ッ
コ
内
は

Ｊ
Ａ
名
）。
▽
優
秀
会
員
＝
㈱
多
田
フ
ァ
ー
ム
天
貢

農
場
（
愛
媛
た
い
き
）、
㈲
菊
間
仙
高
牧
場
（
お
ち

い
ま
ば
り
）、
Ｊ
Ａ
西
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
愛
媛

養
豚
実
証
農
場
伊
予
ス
ワ
イ
ン
ガ
ー
デ
ン

 

愛
媛
県
肉
牛
生
産
者
協
議
会
令
和
元
年
度
総
会

生
産
基
盤
維
持
と
販
路
拡
大
を
！

　
愛
媛
県
肉
牛
生
産
者
協
議
会
は
、
６
月
25
日
、
松

山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
令
和
元
年
度
総
会
を
開
き
、
令

和
元
年
度
事
業
計
画
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
事
業
方
針
で
は
、
防
疫
・
衛
生
管
理

の
徹
底
と
生
産
履
歴
の
明
確
化
に
よ
り
、
安
全
・
安

心
な
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
を
生
産
。
県
内
消
費
者
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
販
路
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
県
内
の
繁
殖
農
家
・
肉
牛
農
家
の
相
互

連
携
と
生
産
意
欲
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
婦
人
交
流

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
優
良
生
産
者
を
表
彰
し

ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す（
敬
称
略
・
カ
ッ

コ
内
は
Ｊ
Ａ
名
）。
▽
優
良
生
産
者
＝
池
田
一
成（
え

ひ
め
南
）

 

第
２
回
愛
媛
県
Ｊ
Ａ

−

Ｓ
Ｓ
推
進
協
議
会
総
会

お
客
さ
ま
か
ら
支
持
さ
れ
る 

店
づ
く
り
へ
！

　
愛
媛
県
Ｊ
Ａ

−

Ｓ
Ｓ
推
進
協
議
会
（
メ
ン
バ
ー
36

Ｓ
Ｓ
）
は
、
５
月
28
日
松
山
市
の
Ｊ
Ａ
愛
媛
で
第
２

回
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
Ｊ
Ａ
の
部
課
長
や
Ｓ
Ｓ
所
長
・
担
当

者
な
ど
が
参
加
。
地
域
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
網
の
維
持
強

化
や
、
営
農
用
燃
料
の
安
定
供
給
・
コ
ス
ト
競
争
力

強
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
令
和
元
年
度
の
事
業
計

画
を
決
め
、
大
会
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
優
秀
Ｓ
Ｓ
の
表
彰
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
合
表
彰
】
㈱
Ｊ
Ａ
東
宇
和
サ
ー
ビ
ス
野
村
中
央

Ｓ
Ｓ
【
特
別
表
彰
】
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い
き
オ
ズ
メ
ッ
セ

セ
ル
フ
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 「

フ
レ
ッ
シ
ュ
市
部
会
」
総
会

地
産
地
消
の
推
進
・ 

地
域
貢
献
に
向
け
て 

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
５
月
22
日
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
・
全
農
ふ
れ
っ
し
ゅ
広
場
」
の

直
売
所
出
荷
者
で
組
織
す
る
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
市
部
会
」
が
第
22
回
の

総
会
を
開
き
ま
し
た
。
平
成
30
年

度
の
活
動
報
告
・
会
計
報
告
を
行

い
、
令
和
元
年
度
活
動
計
画
・
予

算
計
画
な
ど
提
案
し
た
全
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
活
動
方
針
で
は
、

魅
力
あ
る
商
品
づ
く
り
、
豊
富
な

品
ぞ
ろ
え
に
よ
り
消
費
者
に
支
持

さ
れ
る
売
り
場
づ
く
り
を
目
指
す

ほ
か
、
総
合
的
な
食
品
安
全
保
障

を
確
立
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。「
近
く
て
便
利
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
し
て
、

地
域
に
密
着
し
た
直
売
所
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

 

第
６
回
え
ひ
め
５
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

走
る
広
告
塔
と
し
て
力
走
！

　
Ｊ
Ａ
共
済
が
特
別
協
賛
し
た
「
第
６
回

え
ひ
め
５
時
間
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
が
、
６

月
８
日
、
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

か
れ
ま
し
た
。
４
～
10
人
で
チ
ー
ム
を
作

り
、
１
人
１
周
（
１
・
25
㎞
の
コ
ー
ス
）

以
上
走
っ
て
次
走
者
に
リ
レ
ー
し
、
５
時

間
の
周
回
数
を
競
い
ま
し
た
。
県
内
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
か
ら
も
多
く
の
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
大
会
は
盛

り
上
が
り
ま
し

た
。

　「
ふ
れ
愛
・

媛
ポ
ー
ク
」
生

産
者
な
ど
が
参

加
す
る「
媛
ポ
ー

ク
ラ
ン
ナ
ー
ズ
」

と
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
マ
ラ
ソ
ン

部
も
出
場
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ａ

全
農
え
ひ
め
畜

産
部
は
、「
ふ

れ
愛
・
媛
ポ
ー

ク
」
を
賞
品
と

し
て
提
供
し
ま

し
た
。

媛ポークランナーズ ＪＡ全農えひめマラソン部

令和２年度　愛媛県立農業大学校学生募集お知らせ

科　名 コース 修業
年限

学生
定員 入学資格

総 合 農 学 科
農産園芸コース

２年 55人
◦高等学校又は中等教育学校を卒業した者（令和２年３月
に卒業見込みの者を含む）
◦知事がこれらの者と同等以上の学力を有すると認めた者

果樹コース
畜産コース

アグリビジネス科 リーダー
養成コース ２年 10人

◦都道府県立農業者研修教育施設養成部門（農林水産大臣
と協議して設置されたものに限る）を卒業した者（令和
２年３月に卒業見込みの者を含む）
◦専門学校、短期大学、大学を卒業した者（令和２年３月
に卒業見込みの者を含む）
◦知事がこれらの者と同等以上の学力を有すると認めた者

　令和２年度入学試験日程
総合農学科
推薦入学試験　【受付期間】令和元年10月２日（水）～10月16日（水）
　　　　　　　【試 験 日】令和元年11月５日（火）
一般入学試験　【受付期間】令和元年12月10日（火）～12月24日（火）
　　　　　　　【試 験 日】令和２年１月22日（水）
アグリビジネス科
　　　　　　　【受付期間】令和元年12月10日（火）～12月24日（火）
　　　　　　　【試 験 日】令和２年１月23日（木）

　お問い合わせ
愛媛県立農業大学校　教務担当
〒791−0112
愛媛県松山市下伊台町1553番地
TEL（089）977−3261
FAX（089）977−5410
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　　「農の風景」を読んで。「おやき」を
いただいたことがありますが、しっと
りしていて甘すぎず、香りも良く美味
しかったです。「おやき」をきっかけ
に多くの人が、地元野菜に興味を持っ
てもらえればいいなと思います。

　　今月の表紙が夏らしくていいですね
〜。家庭菜園程度ですが、私の家でも
ナス、トマト、きゅうり、しし唐を栽
培しています。消費に追われる毎日が
楽しみです。

� （四国中央市・白石　真鈴さん）

　　「ＪＡ全農えひめ親子料理教室」を読
んで。親子で地元の食材を使用してお
弁当作りをする姿を見てとてもいいな
あと思いました。私は地元の魚や肉、
野菜が大好きですので、掲載されてい
るレシピを作ってみようと思います。

� （今治市・織田　留瑚さん）

　　エッセー、とても感動しました。若
い女性の方が、次女でありながら４姉
妹ということで家業を継ぐようにな
り、生き物相手に大変だと思いますが

応援したい気持ちでいっぱいになりま
した。このような、「夢」とか「仕事」
とか感動できる「ふるさとエッセー」
をたくさん読みたいです。

� （内子町・幸山　春美さん）

　　畜産業の盛んな町に育っても、なか
なか牛農家になる女の子はいません。
エッセーを読んで、朝ドラ「なつぞら」
のヒロイン「なつ」を思い浮かべまし
た。一日中大変なお仕事だと思います
が、立派な牛を育てるために頑張って
ください。

� （今治市・岡田　絹枝さん）

　　６−７月号のお料理コーナー、「ミ
ニトマト」を読み、早速作ってみまし
た。我が家では、４、５年前から「凛々
子（りりこ）」というミニトマトを栽
培しています。周ちゃん広場に出荷し
ていますが、ぜひ皆さんにもっとミニ
トマトをいろんな調理法で食べてみて
ほしいと思います。

　　私たち女性部では、周ちゃん広場で、
さといも「伊予美人」のコロッケなど

を毎週金・土・日に販売しています。「伊
予美人」のコロッケは大好評です。お
客さんの「美味しい」の一言を元気の
源に、女性部のみんなで頑張っていま
す。
� （西条市・高橋　千代美さん）

「とことん会ってコミュニケーション」を合言葉に地域農業の担い手に
出向くＪＡ担当者の愛称はアルファベット３文字で何というでしょう。
（ヒント：研修の様子を「トピックニュース」で紹介しています）

「〇〇〇」

発　表
「あぐり〜ど」10−11月号で発表します。

当選者発表
６−７月号の答えは「（愛媛）さとい
も（広域選果場）」でした。たくさん
のお便りありがとうございました。
厳正な抽選の結果、次の10人の方に
図書カード1,000円分をお送りします。
佐伯　精一さん（四国中央市）
村上　　瞠さん（今治市）
乾　　律子さん（今治市）
武智　愛美さん（今治市）
道休　知江さん（松山市）
亀田　　均さん（伊予市）
伊達ゆき子さん（内子町）
大本　昭裕さん（大洲市）
久保　文子さん（八幡浜市）
石田　律子さん（宇和島市）

応募方法
折り込みハガキにクイズの答えと本誌に対する
ご意見・感想などをお書き添えの上、ご郵送く
ださい。

締切り
2019年９月15日（当日消印有効）

Ｒ Ｅ Ａ Ｄ Ｅ Ｒ Ｓ 通 信

今月の
クイズ

編 集 後 記
　今月号からお料理コーナーを
学校法人愛媛学園の門田先生が
担当してくださいます。撮影後
に、今回のなすのお料理を味見
させていただいたのですが、思
わず「美味しい〜＞＜」と叫ん
でしまいました。特に「なす
と豚肉のエーグル・ドゥース」。
調味料にチョコレートが入って
いるのですが、しっかり後味に
チョコレートの風味が。これが
また美味しい。仕事中だという
ことを忘れ、無我夢中でもぐも
ぐタイム。夏野菜の美味しい季
節ですね。ぜひ皆さんもご自宅
で挑戦してみてください。

（有紗）

プレゼント
クイズに正解した方の中から
抽選で、図書カード1,000円
分を10名様にさしあげます。

　ＪＡ全農えひめ情報誌「あぐ
り〜ど」は、愛媛県内ＪＡの役
員（非常勤理事 ･監事含む）・職
員、生産組織や女性組織のリー
ダー、県行政や関係機関、県内
報道機関を対象に無料配付して
います。
　読者名簿の更新を随時行って
います。名簿更新により、新た
にお届けする方とお届けできな
くなる方がいらっしゃいます。
皆様のご理解とご協力をお願い
いたします。

読者名簿更新について
お知らせ
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〈材料・４人分〉　　※１人あたり約399kcal
長なす（乱切り）	 １本
豚肉（こま切れ）	 240ℊ
ニンニク（薄切り）	 １／２片
玉ねぎ（くし切り）	 小１個
パプリカ赤（乱切り）	 １個
青ネギ（３㎝切り）	 ６本
オリーブ油	 大さじ２
　　赤ワインビネガー	 30㏄
　　ビーフコンソメ（固形）	 ３個
　　水	 150㏄
　　トマトジュース	 60㏄
　　はちみつ	 30㏄
　　板チョコレート	 15ｇ
塩・コショウ	 適量

なすとささみのピリ辛タレ

〈作り方〉
①　フライパンにオリーブ油、ニンニク、玉
ねぎ、なす、パプリカの順に炒め、豚肉
を加える。

②	　豚肉に火が通れば、Ⓐを加え、とろみ
がつくまで煮込む。

③	　火を止めて、Ⓑを加えて溶かし込み、塩・
コショウで味を調える。

④	　青ネギをちらす。

※材料のビーフコンソメは、市販のフォン・
ド・ヴォーなら、なお良い。

長なすのスパゲッティ・ボロネーゼ
〈材料・４人分〉　　※１人あたり約429kcal

長なす	 ２本
揚げ油	 適量
スパゲッティ	 200ｇ
玉ねぎ（みじん切り）	 １／４個
人参（みじん切り）	 １／４本
オリーブ油	 適量
　　ミートソース缶	 １缶（290ｇ）
　　トマトケチャップ	 大さじ３
　　塩・コショウ	 適量
　　砂糖	 適量
粉チーズ	 適量
パセリ（みじん切り）	 適量

なすと豚肉のエーグル・ドゥース
〈材料・４人分〉　　※１人あたり約199kcal

長なす	 １本
鶏ささみ	 ２本
きゅうり	 １本
塩	 適量
鶏ガラスープ（顆粒）	 200㏄
揚げ油	 適量
　　ラー油	 小さじ１／２
　　タバスコ	 適量
　　赤味噌	 大さじ１
　　濃口醤油	 大さじ１
　　酢	 大さじ２
　　砂糖	 大さじ２

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）実習科　主任　門田　尚人先生
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〈作り方〉
①　長なす１本は皮をむき、ピーラーで薄く
スライスして、千切り。

②	　もう１本の長なすは筒切りで180℃の油
で素揚げ。

③	　玉ねぎと人参をオリーブ油で炒め、Ⓐ
を加え、煮込む。

④	　スパゲッティを湯がく。１分前に①を
入れ、ザルに打ち上げ盛りつけ、③のソー
スをかけて②をちらす。

⑤	　粉チーズとパセリをふる。

〈作り方〉
①　ささみはスジをとり、軽くたたいて繊維
をほぐす。

②	　フライパンに鶏ガラスープを入れ、①
を重ならないように並べ、沸騰したらフ
タをして火を止め、３分程度蒸す。

③	　なすは３㎝の長さのくし形に切り、す
ぐに180℃の油で素揚げをする。

④	　きゅうりは皮をむき２㎝の乱切りにし、
塩もみする。

⑤	　Ⓐを合わせ、ボウルにひと口サイズに
切った②と、③と④を入れ、絡め合わせる。

Ⓐ

約40㎝、背
せいたか

高のっぽの松山長なす
皮は薄くて、トロリと甘いべっぴんさん

なす（長なす系統）

NOW NOWCOOKING
今月の素材
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お問い合わせ・お申し込みはお近くのJA支店・支所へ
JA全農えひめ　生活部　施設農住課
T E L（ 0 8 9 ）9 0 9 － 9 4 6 6

あぐり〜どはWEBでも読めます
http://www.eh.zennoh.or.jp

ehimenosyoku

「えひめの食」Instagram

あなたの人生で支えられた 1 曲を
　　　　　　　リクエストしてください
　  link@joeufm.com

ＪＡ全農えひめ協賛FMラジオコーナー
FM愛媛
毎週月曜日「Groovy Radio Caravan」内
14時10分頃～（５分間）

ＪＡ全農えひめPresents
Support
Music
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